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出題意図 

 

― 問題 A ― 

 

受験者が本学博士後期課程で研究するために理解しておく学術論文について，研究背景

や結果を述べた英文の一部を日本語、またその研究背景に内在する研究課題を日本語およ

び英語で説明させ，その学術論文の本質を理解できているかを問うた。また、自身の研究に

ついての理解度と英語でのプレゼン力を評価するために，研究背景および研究結果，実験項

などを英語での説明力を確認した。 

 

― 問題 B ― 

 

蛍光性ナノダイヤモンドを題材にして、蛍光特性や細胞への応用を問う問題である。各大

問の出題意図は以下のとおり。 

  問１： 蛍光性ナノダイヤモンドの性質や細胞応用への基本的理解を問うている。 

  問２： 受験者の研究内容について、その背景・目的・手法・成果・将来の展望を英語

で説明する能力を問うている。 

 

― 問題 C ― 

 

 受験者が本学博士後期課程で研究する専門分野に関する研究背景を述べた英文の一部を

日本語、またその研究背景に内在する研究課題を英文で要約して説明させ、専門分野におけ

る語学力と課題可決能力を確認した。また、研究背景と研究成果を英語で答える能力を確認

した。 

 

― 問題Ｄ ― 

 

 受験者が本学博士後期課程で研究する専門分野に関する研究背景を述べた英文の一部を

日本語、またその研究背景に内在する研究課題を英文で要約して説明させ、専門分野におけ

る語学力と課題解決能力を確認した。また、今後の研究テーマに必要な予備知識の英文で問

い説明させた。 

 

― 問題Ｅ ― 

 

 受験者が本学博士後期課程で研究する専門分野に関連する英語論文の一部について、日

本語に訳すあるいは内容理解に関する問いに解答することで、博士後期課程で必要となる



語学力・発信力を測った。また、現在の研究テーマに関する背景・手法・成果について英文

で要約することで、博士後期課程で必要となる語学力・発信力測った。 

 

― 問題Ｆ ― 

 

問１：学術雑誌の 1 つの学術論文を題材にして，長文を正確に読み解く力，ならびに正確に

和訳できる力を問う問題である。加えて，得られた結果から導かれる結論を正確に/理論的

に英語表記できる力も問うた。 

問２：受験者自身の研究内容を英語で伝える能力を問うた。 

 

― 問題Ｇ ― 

 

問１：専門分野に関連する英語学術論文の読解力を試験した。比較的長文の英文について、

日本語訳や日本語による要約を問うており、専門分野における基礎学力と英語力を確認し

た。 

問２：受験者がこれまでに取り組んできた研究内容について、英語での説明を求め、学術論

文の執筆の際に必要となる語彙力と英作文能力を確認した。 

 

― 問題Ｈ ― 

 

問１：専門分野に関連する英語学術論文の読解力を試験した。比較的長文の英文について、

日本語訳や日本語による要約を問うており、専門分野における基礎学力と英語力を確認し

た。 

問２：受験者がこれまでに取り組んできた研究内容について、英語での説明を求め、学術論

文の執筆の際に必要となる語彙力と英作文能力を確認した。 

 

― 問題Ｉ ― 

 

 受験者が本学博士後期課程で研究する専門分野に関する研究背景を述べた英文の一部を

日本語、またその研究背景に内在する研究課題を英文で要約して説明させ、専門分野におけ

る語学力と課題可決能力を確認した。また、今後の研究テーマに必要な予備知識の英文で問

い説明させた。 

 

― 問題Ｊ ― 

 

量子化学ならびに計算化学に関する研究論文(アメリカ化学会の専門誌である Langmuir 



誌に掲載された論文)を読解させた後、その中の文章を英訳させた。また、この論文の内容

の理解度、ならびに、量子化学を用いた研究に不可欠な数学的素養が備わっているかを判定

するため、論文に関連した量子化学の知識を問う問題を出題した。さらに、今後の研究テー

マを英文で説明させたることにより、外国語でのプレンテーション能力を判定した。 

 

― 問題 K ― 

 

 受験者が本学博士後期課程で研究する専門分野に関する研究背景を述べた英文の一部を

日本語、またその研究背景に内在する研究課題を英文で要約して説明させ、専門分野におけ

る語学力と課題解決能力を確認した。また、今後の研究テーマに必要な予備知識の英文で問

い説明させた。 

 




